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「e 研修」とは、アーチ株式会社が提供する法人向けEラーニングのサービス名です。 
 

１．①「教育テキスト受講」②「テスト問題実施」 ③「研修レポート提出」④「アンケート⑤「Q&A」 
   の５つの機能を組み合わせて教育を実施することができます。 
 

２．定期的に「ＰＤＣＡ運用チェック」を実施することができます。 
 

３．緊急時の「安否確認」を事業継続の一環として実施することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   e研修 管理画面（LMS）イメージ 
 

「研修コース」にEXCELのフォーマットで作成した研修用コンテンツを読み込ませることで簡単にeラー
ニングサービスを構築できます。PowerPoint、 EXCELで社内に蓄積されているコンテンツを簡単に 
eラーニング教材に変換することができます。 

  

１．e 研修 （イーケンシュウ）とは (1/3) 



  

クイックサービス 
「教育テキスト受講」「テスト問題実施」「研修レポート提出」など全５機能を、
パソコン、３キャリア携帯電話やスマートフォンから研修受講可能です。 
SaaS/ASPサービスなのでサーバ設置費用や管理費用等は必要ありません。 
 

 
専用のEXCELフォーマットにコンテンツを記述して、社内管理者が 「e 研修」に取
込むことで簡単にeラーニングコンテンツを構築することができます。 
eラーニングコンテンツ作成もDIYの時代です。 
高価な※SCORM形式コンテンツ作成ソフトは不要です。 
「e 研修」 はeラーニング国際標準規格 ※ SCORM(スコーム：Shareable 
Content Object Reference Model ）には準拠しておりません。 
直接EXCELファイルをLMS（学習管理システム）に取り込むことができます。 
 

スタートパックとして「情報セキュリティ研修（基礎編）」が付属しています。 
ユーザー企業独自の研修コンテンツのカスタマイズ（有料）もできます。 
 

社員マスタに登録したメールアドレスに受講通知メールを「e 研修」管理者画面よ
り送信することができます。 
 

「ＰＤＣＡ運用チエック」機能で定期的に運用チェックリストをインターネット環
境で実施することでＰＭＳ、ＩＳＭＳを組織に浸透させることができます。 
 

「安否確認」機能で地震、台風など社員の安否確認を社員マスタに登録したメール
アドレスで実施することができます。緊急時の事業継続に利用できます。 
 
 
 

簡単コンテンツ構築 

２．サービスの特長（１/2） 

コンテンツ提供 

受講通知 

運用チェック 

安否確認 



  

初期登録費用は無料。初期受講者登録も無料です。 
 
 
 
管理機能として「サポートお問合せ」機能を社内管理者がご利用いただくことができ
ます。また、「e 研修」の管理・研修コース設定、コンテンツ作成方法をを習得して
いただく「社内管理者」様用に有料セミナーを随時実施しています。 
 
 
 
パソコンとサーバ間の通信はSSLによる暗号通信。個人情報はデータベースに暗号化
して保存。弊社が個人情報を一切預からない運用も可能です。 
（受講結果をCSVでダウンロードしてIDを氏名に変換するEXCELマクロを提供） 
 
 
 
 
 「e 研修」運用サーバはビジネスに定評のある「さくらインターネット」です。 

低価格・定額 

セキュリティ 

サポート 

２．サービスの特長（2/2） 

運用サーバ 



  

３．「e研修」導入のメリット 

導入形態 
SaaS/ASPサービスなのでサーバ設置やソフトウエアのインストールは必要あ
りません。インターネット接続環境とWebブラウザがあればご即ご利用いただ
くことができます。 
 
 
教育受講者はマニュアル無しで直感的に受講できます。 
社内管理者はWebブラウザの「e 研修」管理画面より教育受講者を簡単に管理
することができます。受講結果はCSV形式でダウンロードすることができます。 
 
 
eラーニング用コンテンツ作成者はMS Office（ EXCEL PowerPoint )の 
操作スキルがあれば、簡単にeラーニングコンテンツを作成することができます。 
 
作成したコンテンツはEXCEL形式のまま「e研修」にアップロードすることがで
きます。すでにMS Officeファイルでで社内教育用コンテンツの蓄積がある場合
は簡単にeラーニング用コンテンツに変換することができます。 
eラーニングコンテンツをDIYで作成することができます。 
eラーニング国際標準規格 SCORMなどの知識は一切不要です。 
 
 
「e研修」管理機能として「サポートお問合せ」機能を社内管理者が無料ご利用
いただくことができます。 
また、管理・研修コース設定機能を習得していただく有料セミナーを随時実施し
ています。「e研修」用コンテンツ作成、コンテンツ変換など有料で承ります。 

サポート体制 

操作性 

コンテンツDIY 



業種 ユーザー数 

１ 人間ドック・健康診断会社 450人 

２ ソフトウエア開発会社 790人 

３ ケーブルTV会社 65人 

４ 倉庫管理会社 550人 

５ 旅行代理店 280人 

６ 貴金属買取販売会社 100人 

７ 電気通信工事会社 260人 

８ 人材派遣会社 390人 

９ オフィス業務用品販売会社 120人 

10 コールセンター 140人 

  

４．導入事例 



最大利用ユー
ザー数※1 

推奨同時ア
クセス数
※2 

月額利用料金 

（税抜） 

ユーザー単価 

最大登録時（税抜） 

標準ディスク 

容量※3 

１５名 １０ 9,000円 @600円  1GB 

３０名 １５ 15,000円 @500円 1GB 

１００名 ２０ 25,000円 @250円 1GB 

３００名 ３０ 45,000円 @150円 2GB 

５００名 ５０ 55,000円 @110円 2GB 

１０００名 １００ 85,000円 @85円 3GB 

１５００名 １５０ 120,000円 @80円  3GB 

  

５．価格 基本料金 

※1最大利用ユーザー数はe研修に登録することができる教育受講者の上限です。 
※2推奨同時アクセス数は、最大利用ユーザー数の10%程度でお願いしております。 
※3ディスク容量1GB内には、教育コンテンツ、データベース、アクセスログなどが含まれるため、
コンテンツだけで1GB利用できるわけではありません 



オプション 料金 

初期設定費用 ０円 

コンテンツ用ディスク追加 １GB ５００円 

遠隔サポート １ヶ月 ５,０００円 

システムカスタマイズ ご相談 

社員マスタ初期登録 ０円 

教育コンテンツ ０円 

無料メールサポート ０円 

  

５．価格オプション 

※1最大利用ユーザー数はe研修に登録することができる教育受講者の上限です。 
※2推奨同時アクセス数は、最大利用ユーザー数の10%程度でお願いしております。 
※3ディスク容量1GB内には、教育コンテンツ、データベース、アクセスログなどが含まれるため、
コンテンツだけで1GB利用できるわけではありません 



６．主要機能の紹介（教育受講者 1/2） 

② 教育テキスト受講 

⑥研修レポート提出 ④ アンケート 

③テスト問題実施 

⑤ Q&A 

① メニュー 

パワーポイントを画像保存した 

教育テキスト 

問題とマルバツ式回答 

回答後の解説 

研修の感想レポートを 

下書き一時保存できます 
10択まで設定可能なアンケート 
だれがどの回答をしたかは未記録 

Q＆A集を参照することでトラ
ブルの短縮 

研修機能の選択と 

管理者に質問ができます 

  



６．主要機能の紹介（教育受講者 2/2） 

スマートフオン版 携帯版 

３キャリア携帯とスマートフォン（iPhone、Android）からご利用できます。 

  



６．主要機能の紹介（社内管理者 1/5） 

① 研修コース設定 

研修コース設定画面で研修コースの機能の選択と定義。受講期間設定など「コース」を定義します。 

予めEXCELシートで設計した「研修コース設計」シートを取り込むこともできます。 

研修コース設計EXCELシート 

  



６．主要機能の紹介（社内管理者 2/5） 

② 研修コース教材設定 

研修コース教材設定画面よりEXCELのフォーマットより一括取り込
むことができます。 研修コースコンテンツ用EXCELシート 

  



６．主要機能の紹介（社内管理者 3/5） 

③ 研修コース受講者管理 

研修コース受講者管理画面で研修コース受講者の受講状況や質問、回答、
メールによる受講通知することができます。  

研修結果をCSV形式でダウンロードすることができます。 

受講者PCに通知メール 

  



６．主要機能の紹介（社内管理者 4/5） 

  

テスト実施結果印刷画面 

③ 研修コース受講者管理 



６．主要機能の紹介（社内管理者 5/5） 

④社員登録 

社員登録画面 社員マスタの構築 

社員一括登録用フォーマット 

  

社員マスタをEXCELのフォーマットより一括取り込みすることができます。 

設定した「コース」に社員マスタより受講者として参加させます。 
新入社員など同一属性のメンバーを「グループ」登録しておくと「コース」にまと
めて参加させることができます。 



「PDCA運用チェックとは」とは、アーチ株式会社が提供する法人向けＡＳＰ運用点検サービスです。 
本サービスで ①「インシデントレポート受講」②「チェックリスト実施」③「理由・意見提出」の３つ
の機能を自由に組み合わせて「運用チェック・テーマ」を設定することができます。 
 
「運用チェック・テーマ」にEXCELのフォーマットで作成したコンテンツを読み込ませることで簡単にe
ラーニング形式の運用点検サービスを構築できます。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  PDCA運用チェック 管理画面 イメージ 

  

7．PDCA運用チェックとは 



  

クイックサービス 
「インシデントレポート受講」「チェックリスト実施」「理由・意見提出」など全
３機能を、パソコン、 ３キャリア携帯電話、スマートフォンから実施可能です。 
SaaS/ASPサービスなのでサーバ設置費用や管理費用等は必要ありません。 
 
 
専用のEXCELフォーマットにコンテンツを記述して、社内管理者が 「PDCA運用
チェック」に取込むことで簡単にeラーニング形式コンテンツを構築することができ
ます。 
 
社員マスタに登録したメールアドレスに受講通知メールを「運用チェック」管理者
画面より送信することができます。 
 
 

簡単コンテンツ構築 

8．サービスの特長 

受講通知 



９．主要機能の紹介（点検対象者 1/3） 

② インシデントレポート ① メニュー 

パワーポイントを画像保存した 

インシデントレポート最新事故事例を確認 

運用チェック機能の選択ができます 

  



９．主要機能の紹介（点検対象者 2/3） 

④ 理由・意見 ③チェックリスト 

チェック項目を  

〇「出来ている」 

Ｘ「出来ていない」 

△「該当しません」 

より回答 
「出来ていない」チェック項目の理由や意見を記述 

  



９．主要機能の紹介（点検対象者 3/3） 

スマートフオン版 

スマートフォン（iPhone、Android）からご利用できます。 

  

携帯版 



９．主要機能の紹介（社内管理者 1/5） 

① 運用チェック・テーマ設定 

運用チェック・テーマ設定画面で運用チェックの機能の選択と定義。受講期間設定など「テーマ」
を定義します。 

 

  



９．主要機能の紹介（社内管理者 2/5） 

② 運用チエック・コンテンツ設定 

運用チエック・コンテンツ設定画面よりEXCELのフォーマットより
一括取り込むことができます。 

コンテンツ用EXCELシート 

  



９．主要機能の紹介（社内管理者 3/5） 

③ 運用チェック対象者管理 

運用チェック対象者管理画面で運用チェック対象者の実施状況を管理す
ることができます。 

メールによる運用チェック実施通知をすることができます。  

実施結果をEXCEL、CSV形式でダウンロードすることができます。 点検対象者PCに通知メール 

  



  

④ 運用チェック実施結果 

運用チェック実施結果印刷画面 

９．主要機能の紹介（社内管理者 4/5） 



「安否確認とは」とは、アーチ株式会社が提供する法人向けＡＳＰ緊急時安否状況確認サービスです。 
本サービスで地震、津波、台風などの天災時に電話がつながりにくい場合などインターネット環境を利用
していち早く社員の安否を確認することで事業継続を支援します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  安否確認 管理画面 イメージ 

  

１０．安否確認とは 



  

クイックサービス 
地震、台風など電話網が輻湊（ふくそう）した場合に強いインターネットを利用し
て、パソコン、スマートフォン、３キャリア携帯から実施可能です。 
 
 
安否確認実施名を設定して社員マスタより安否確認対象者を割り当てるだけで安否
確認実施環境を構築することができます。 
 
 
社員マスタに登録したメールアドレスに安否確認実施メールを「安否確認」管理者
画面より送信することができます。 
 
 

簡単設定 

１１．安否確認サービスの特長 

実施通知 



１２．主要機能の紹介（社内管理者 1/2） 

① 安否確認設定 

運用チェック・テーマ設定画面で運用チェックの機能の選択と定義。受講期間設定など「テーマ」
を定義します。 

 

  



１２．主要機能の紹介（社内管理者 1/2） 

② 安否確認対象者管理 

安否確認対象者管理画面で安否確認対象者の安否状況を管理することが
できます。 

メールによる安否確認実施通知をすることができます。  

実施結果をEXCEL、CSV形式でダウンロードすることができます。 安否確認対象者PCに通知メール 
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ＰＣ、タブレット、スマートフォン（iPhone、Android）、３キャリア携帯からご利用できす。 
（安否確認は携帯もご利用できます） 

ＰＣ 安否確認画面 スマホ 安否確認画面 携帯 安否確認画面 



e研修（イーケンシュウ）  お問合せ先 

【お問い合わせ】 
03-6304-808８  

（9:30 -18:30 土・日・祝休み） 
 

【サービス内容詳細】 
http://e-lms.jp/ 

 
 
 
 

【無料体験できます】 

https://e-lms.jp/eLearning/index_03.html  
 

【e研修 運営会社】 
http://arch.inc-pc.jp/ 

アーチ株式会社 

  

商品名称について 
Microsoft Officeは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

e研修 30日間無料トライアル  申し込み先 


